
月日（日時）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／ ／ ／ ／　～　／　 ／

経過（病日等） 入院日(PCI後) 入院 1日目 入院 2日目 入院 3日目 入院 4日目～入院 8日目 入院 9日目

◇胸背部症状がない           

◇心拍数・血圧などが安定している

◇合併症(再梗塞・心不全・不整脈・血管損傷)がない

◇心筋梗塞を示す心電図変化がない

◇穿刺部の出血がない

◇合併症(造影剤ショック)を起こさない ◇50m歩行負荷試験に合格できる ◇200ⅿ歩行負荷試験に合格できる

治療・薬剤 モニター心電図を装着していただきます   　　　　　　　         　　

 (点滴・内服) 酸素投与を行います

血液がさらさらになる薬が開始されます 点滴・内服による治療を行います 内服による治療を継続します

点滴による治療を行います 必要時、酸素投与を継続します

処置 手首に空気を入れたバンドを巻いています　 手首のバンドを外します

手首のバンドの空気を少しずつ抜きます

足の付け根に管が入っているときは足を曲げないようにしてく
ださい

足の付け根の管を抜きます
(数時間安静が必要です)

血液検査・心電図検査・心臓超音波検査・胸・腹のレントゲン        心電図検査があります      心電図検査があります      心電図検査があります      

があります

体重測定を行います

50m歩行負荷試験があります 200m歩行負荷試験があります

ベットの横でポータブルトイレが使用できます 医師とともに歩行訓練を行います  

その際は、看護師がお知らせします ベットの横でポータブルトイレが

使用できます

理学療法士によるリハビリが開始します

ナースコール、ベッド柵を設置します  

テレビカード・イヤホン・カレンダーの持参を御家族へ依頼しテレビ・カレンダーの設置を行います

内服時のみ水分を取ることができます 指示により食事が開始されます

治療食をお召し上がりいただきます

食事 安静度は厳守してください

重篤な合併症を引き起こす危険があります

立位が許可されるまでの間はベッド上で行います 尿管を抜去します 病棟内のトイレを使用していただきます 病棟内のトイレを使用していただきます 病棟内のトイレを使用していただきます 

そのため、尿管を入れさせていただきます その後はポータブルトイレを使用していただきます

トイレの際はナースコールを押してお知らせください

医師から検査結果と病状の説明があります     　　　　　　　　　　 合併症がなく200m歩行負荷試験に 合併症がなく経過したら 

看護師より心筋梗塞と安静について説明があります 合格したらステーション2への移動となります 転院または一般病棟への移動となります

注１  病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくに従って変わることがあります。                               　　　 久留米大学病院　　高度救命救急センター
注２　入院期間については現時点で予想される期間です。 2025.2改訂

患者様及びご家
族への説明
生活指導
服薬指導

ポータブルトイレを使用していただき
ます
トイレの際はナースコールを押して
お知らせください

活動・安静度

安全

清潔 看護師が温かいタオルで体をふきます

排泄

担当の医療ソーシャルワーカー（　　　　　　　）がお話を伺います。転院・退院までの支援を行います

安静が必要です。体を動かす際は、看護師が介助をして行い
ます

心筋梗塞により心臓カテーテル治療を受けられた(                                     )さんへ       入院中のスケジュールです

心臓へ負担がかかるため、指示があるまで
食事は摂れません。

胸部症状出現時や気分が悪いときは、すぐにナースコールを
押すか看護師に声をおかけください

検査

達成目標

説明日（　　　／　　　）　　　説明者氏名（　　　　　　　　　　　　）　　STP2300010（部分）【0～18時入室】

トイレに行く際はナースコールを押してお知ら
せください

トイレに行く際はナースコールを押してお知ら
せください

トイレに行く際はナースコールを押してお知らせ
ください

飲水は可能ですが量の制限が必要なことがあります

シャワー浴が可能です　看護師がシャワー室まで案内します

安静度は厳守してください。重篤な合併症を引き起こす危険があります。

胸部症状出現時や気分が悪いときは、すぐにナースコールを押すか声をおかけください

徐々に活動可能な範囲が拡大します。その都度、看護師がお知らせします。


